
地域経済レポ一時

北海道における金融の地域連関
~地域金融帯場の宝関分析~

はじめに

一閣の金融構造が国民経済の実物的側面の反映

であるように、北海道の金融構造もまた、北海道

経済の実物的側面と密接に関連し、その特質を形

成している。しかし、その一方において、そうし

た金融構造の特質が経済の実物的側面に働きかけ、

経済発展の方向・速度を決定づける要因としても

作用している。

ヌド稿は、こうした経済の金融的側面と実物的側

面の棺互連関を射程に入れつつ、北海道の金融構

造の特質を、資金循環の空間的側面から捉えよう

とするものである。

なお、本稿で用いるところの「金融機関Jの範

囲は、全国銀行銀行勘定、全国銀行信託勘定、信

用金庫、信用組合、労働金庫、農業協同組合であ

る。また、預金に信託勘定、金融債を含み、譲渡

性護金を含まない。貸出には信託勘定を含んでいる。

1 .北海道における現金通貨の循環形態

国民経済の成長には、それに対応した通貨の供

給が必要で、あるのと向様に、地域経済においても、

成長の実現に必要な通貨量が求められる。しかも、

通貨供給の源泉それ自体は、地域経済の実物的側

を反映するものであり、実物経済の特質の金融

的側面への投影を、そこに見出すことができる。

周知のように、通貨は現金通貨と預金通貨から構
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成されているが、ここでは北海道における現金通

貨の循環形態を、現金需給バランスから検討する

ことにしよう。

現金通貨の需給動向については、日本銀行札幌

支癌作成の「道内日銀券発行還収要因Jを利用す

ることができる。(I)式はこれを需給バランス式で

示したものであり、在辺は市中における現金通貨

の需給を、右辺は日銀信用による調整を表している。

財政資金要因払超…(日銀券道内発行超十営業

送金流出超十その他)二一(日銀貸出増 民間預り

金 増(I)

しかし(1)式では、①日本銀行札幌支庖を経由し

ない財政資金が、営業送金に含まれていること、

②金融機関を経由しない日銀券の流出入について

は、これを除外していることから、分析に際して

は、以下に示すように、これらを考慮する必要が

ある。
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財政資金実勢収支払超一(日銀券道内残高増+

対道外流出超+その他)=-(日銀貸出増一民間預

り金増 (2)

表 1は、 (2)式に基づいて、北海道の現金需給バ

ランスを示したものである。但し、ここでは統計

的な制約から、日銀券道内残高増=日銀券道内発

行増と措いている。

この表から明らかなことは、 1990年度以降、財

政資金が 2兆円::!::2'"'-"3千億円のレンジで払超額

向にあり、これが北瀧道経済に対する最大にして、

ほとんど唯一の通貨供給源泉となっている。その
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表 1 北海道の現金需給のバランス

資料)北海道財務局 f北海道金融月報』

一方で、民間の対道外送金尻は常に流出超過にあ

る。しかも、これは財政資金の払超を上回り、現

金需給の逼迫要因となっている。しかしながら、

この間にあって、道内の現金需要は減退気味に推

移しており、全体としての現金需給は基調的に

ルーズな状況にあるといえよう。

こうした事実から、北海道における現金通貨の

主導的な流れは、次のように考えることができる

(圏1)0 すなわち、財政資金を主内容とする自銀

券の増発が行われる。これが金融機関を含む市中

の保有現金として吸収されるとともに、一定の現

金・預金保有比率に基づいて通貨性預金残高が形

成される。そして、道民所得の形成は、こうして

導き出された通貨総量によって賀幣的に支えられ

ているのである。

しかしながら、このプロセスにおいて、きわめ

て多額の現金が取引決済や資産運用のために道外

に流出している (2兆7，851億円)。これは、北海道

への財政資金の撒布によって、結果として、実物

的側面の純移輸出に赤字(ふ 2兆2，710億円)が生

じることによる1)。

さらに、道内金融機関の現金需給バランス(=財

政資金実勢寂支尻一日銀券道内残高増+経常収支

尻一非金融部門資本収支尻)がプラスならば、金

融機関の資本収支(各種金融市場での運沼、有価

証券投資、系統預け金等)はその額に応じて、道

外に現金を流出させる働きをもつことになるの。

2 .北海道の通貨構成とその特賞

次に、このような現金通貨の循環形態からどの

くらいの預金通貨が派生して、北海道の通貨構成
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は全体として、どのような特質をもつものなのか

をみてみよう。

通貨残高(=現金通貨十預金通賞)と所得総額の

対応関係から、いわゆる所得流通速度が求められ

るO そして、そこに安定的な係数を見いだしうる

ならば、一定の通貨量が造出するところの経済活

動能力を推し量ることができる。このような所得

流通速度を、全国と北海道について推計した結果

が表2である。 1990年度以降の所得流通速度は、

。北海道ともに2.5"'-'2.7の水準できわめて近

似した{誼となっている。

しかしながら、北海道の所得流通速度が全国水

準にある一方で、、通貨構成は著しく異なる。預金

通貨はその基礎を現金運寅において成り立つもの

であるから、現金通貨残高に対する預金通貨の割

合で表される現金・預金保有比率は、現存の現金

通貨からどれだけの預金通貨が派生するかを示す

係数として理解される。そこで、このような現

金@頭金保有比率を全国と北海道について求める

と、全閣の3.9に対して北海道は1.7であり (1994

年度)、北海道は全国水準よりも現金通貨に傾斜し

た通貨構成をとっていることがわかる。

いま、所得をY、現金通貨をC、預金通貨をD、

そして通貨合計をMとすると、所得流通速度α(=

Y/M)と現金。預金保有比率β(=D/C)の間には、

以下のような関係が導き出される O

Y=α (1+β') C (3) 

そして、上の式でαおよびβが安定的な係数である

ならば、

ムY=α(1十β) ムC (4) 

となり、 Cの増加はαのみならず、 βを通じてYの

増分に対応する。



国 1 北海道を巡る現金通実の循環形態

1 994年度
，('''''---岬e川 v________ /_~ / 

{政府;( 

財政資金実勢払超

2 兆3，9671意向 ! 日本銀行 ! 

日銀信用減 50~意向

(うち白銀貸出減 105 ~意向)

トピ[ > [γ 
す 民間送金流出超

その他流入超 2兆7，851 1意向

2，332 1:意向 (うち純移輪出 2 兆2，710憶円)

表 2 北海道的通費構成の推計
(単位億円)

道内(国内)持生E霊現金通貨 務金通貨 通貨合計 所得決過程臣 現金預金保有比率 要求払商会田括主事

北海 道 90年度 175.098 26.381 45.062 71. 443 2.5 1.7 15.0 
91年度 183.499 26.335 12.320 68.655 2. 7 1.6 12.7 
92年度 177.775 26、011 41. 309 67.320 2.6 1.6 12.9 
93年度 184、832 25.985 44.564 70.549 2‘6 1.7 13.8 
94年度 186.310 I 26.715 44，285 71，000 2.61 1.7 12.9 

全 箇 90年度 4，416.403 336.655 1， 465. 305 I 1， 801， 960 2.5 4.4 14.3 
9 1年度 4.670.990 334.299 1. 428. 667 1，762，966 I 2.6 4.3 12.6 
92年度 4.77会 335 343.579 1. 408. 187 1. 751. 766 2.7 4. 1 12.7 
93年度 4.804，931 360.578 1，457.657 1. 818. 235 2.6 4.0 12.7 
94年度 4，720，654 379，583 1，464，341 1，843，924 2.6 3.9 11. 8 

資料)北海道財務局『北海道財政経済統計年報j

北海道財務局『北海道金融月報j

日本銀行読まま統計局『経済統計月報j

注)但し、要求払預金図転率は、全E盟銀行銀行勘定。

したがって、この現金・預金保有比率が安定的

であると仮定するならば、たとえ所得流通速度が

近似しているとしても、現金通貨の増加に対応す

る所得の増分は、現金@頭金保有比率の水準如何

(94年度北海道3.ト全国1.7)によって大きく

異なることになる。このような関係からとらえる

限り、先にみた現金@預金保有比率の低さは、北
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海道経済の金融的側面における脆弱性を意味する

ものである。

さらに、民間預貯金総額に占める通貨性預金の

ウエイトをみると、北海道でのウヱイトは全国と

比べて相対的に高い水準にあり、北海道では金融

資産の構成自体、現金通貨を機軸とする流動性を

重視した形態をとっている3)0しかし、他方にお

郵政研究所月報 1996.4 



いて、要求払預金(全国銀行)の囲転率は、全国今

と北海道でさしたる相違はない。このことは、北

海道を金融的側面からみたときに、都市を中心と

する信用取引の発達した地域と、それとは対照的

に現金取引に依帯し続けている地域が併容するこ

とを示唆するものであろう。

3 .北海道にお付る頚貸金の地域連関

これまでは、北潜道をひとつの質点とみなして、

その金融的特質についてみてきた。そこで、こん

どは分析視野をもう少し空間的に拡げて、北海道

金融の空間編成を備敵することにしよう。

として財政資金によって道内各地にJ散布され

た現金通貨は、それぞれの地における預貯金形成

の基礎となる。各地の金融機関庖舗の許に形成さ

れた預貯金は、まず庖周空間での貸出に振り向け

られる。図 2は、北瀧道を32市と14支庁管内の郡

部に区分して、それぞれの預貯貸率 (94年度末)

を示したものである。図から甚ちに読みとられる

ように、 94年度末時点で預貯貸率が80%を超える

のは、札幌 (94.8%)、釧路 (89.7%)、苫小牧

(84.6%)、帯広 (83.3%)の4市部を数えるにす

ぎない。

一方、預貯貸率の低い地域には、大別するとふ

たつの類型がある。ひとつは、第 1次産業を基幹

とする地域であり、上問、空知、檎山の各管内

(合む市部)、網走、留萌管内の郡部に例を求める

ことができる。事11路管内と根室管内が比較的高率

だが、それでも預貯貸率は市部を含めて80.7%、

69.4%である。北海道では、ネットで預(貯)超

となる預(貯)金空間が広い範囲で展開している

ことがわかる。

預(貯)貸率の低いもうひとつの地域は、江別

(46.9%)、恵庭 (45.9%)、石狩支庁管内郡部

(40.8%) といった、札幌の周辺地域である。こ

れは、主として札幌のベッドタウン化による給与

所得者(=貯蓄超過主体)の増加による。

そして、このような預(貯)貸率の分布から、

北講道の金融空間が、ごく限られた貸出空間とそ

の背後に展開する広範な預(貯)金空間に、ニ極

分化していることが読みとられる。さらに、局所

的に成立する貸出空間(札幌、針路、苦小牧、帯

広)についても、預(貯)超に応じた額だけ資金

布分率貸
向
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資料)北海道財務局 f北海道金融月報j

臼本金融通信社 f臼本金融名鍛』

80%以上

60~79% 

白 40~別

口例以下
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が流出し、より上位にある貸出空間の預貯金空簡 て、現金通貨の循環形態、通貨構成、預(貯)貸

として作用していると考えられる。

ところで、こうした預貯貸率の不均等分布ない

しは金融空間のこ極分化は、必然的に資金の地域

間移動を引き起こす。表3は、北海道における預

(貯)超資金の移動方向と規模を、マトリックス

形式 (94度末のストック・ベース)で示したもの

である。表の縦軸は預(貯)超資金の移動元(J吉

舗所在地)を、横軸は移動先(金融機関の資金部

門所在地)を示している O そして、縦軸と横軸が

交わる笛所の数{霞は、縦軸地における預(貯)超

資金のうち、金融機関の本支届勘定を通じて横軸

地へ移動した資金量を表している。

これによると、北海道における資金の域内移動

はまず、札幌への資金集中に特色がある。すなわ

ち、総移動資金量6兆1，172億円の実に1/3強 (2兆

2，675億円)が道内各地から札幌に流入し、札幌以

外の諾地域は札幌の額貯金空間として作用してい

る。とりわけ、稲作地域である空知@上J11、酪

農 a 畑作地域である網走@十勝からの流入が著し

し〉。

第 2の特色は、札幌が周辺諸地域に対して貸出

空間として作用していることである。道央圏はも

とより、道北の上JlI.留萌、道東の網走からも、

J 札幌での貸出に向けた資金が流入している。

そして第3は、北海道全体が国民経済の地域構

造のなかで、預(貯)金空間として作用している

ことである。道外金融機関による直譲的な流出が

9，521億円、系統上位金融機関への預け金を通じる

吸い上げが 1兆5，83H意向、そして、有価証券投

資@金銭の信託が 3兆4，570億円となっている。

斯くして、このような道内外との資金連関から、

庖用閤→地域のマネーセンター→札幌→道外とい

う、北海道金融の重層的編成を読み取ることがで

きるのである。

むすびにかえて

以上において、北海道の金融構造の特質につい
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金の地域連関を中心に概観してきた。そこで明ら

かにされたことは、①財政資金による成長通貨の

供給と民間送金による道外流出、②現金通貨に傾

斜した運賃構成とそれに起因する北海道経済の金

融的脆弱性、③金融空間のこ極分化と預(貯)超

資金の札幌集中 a道外流出であった。このことは、

とりもなおさず、北海道経済の実物的側面の停滞

と密接に関連するものであろう。北海道経済の自

立が主張されて久しい今日、多年に亘る開発資金

の投入にも関わらず、このような基本的関係が存

在することは、北海道経済の在り方にあらためて

間いを投げかけるものである。

注

1)ここで注意しなければならないのは、このよ

うな財政資金の払超が直ちに資金の地域的偏在

を意味するものではないということである。む

しろ、国民経済の中枢に資金を還流し、それを

平準化するためのメカニズムが地域経済に内在

する。

2 )なお付言すれば、金融機関の保予言現金が過剰

な場合には、日銀預け金の積み増し、あるいは

日銀{昔り入れの返済という選択肢もある。しか

し、その規模がさほど大きくないことは、表 1

から明らかであろう。

3 )このことを裏返していえば、北海道における

定期性預貯金の蓄積が相対的に貧困であるとい

うことだ。ちなみに、北海道の預貯金は全国の

2.4% (例年度末)を占めるにすぎず、経済の実

物的側面(道民総生産の全毘シェア4.0%)と比

較しでも、金融資産の蓄積は立ち遅れた状態に

ある。そして、この背景を端的に述べれば、そ

こには北海道の貯蓄性向の相対的な低さとその

長期間に亙る持続がある。
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表 3 北海道における預貸金の地域関連
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